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劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
問
題
で

森
住
卓
氏
の
講
演
会
を
開
催

し
よ
う
、
と
考
え
て
い
た
が
、

こ
こ
何
年
か
集
ま
り
も
無
か

っ
た
た
め
動
き
出
す
の
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
は
、
行
動
し
よ

う
と
世
話
人
は
考
え
て
い
た

の
で
す
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

良
い
青
年
達
が
、
一
月
十
七

日
（
土
）
に
講
演
会
を
開
催

す
る
の
で
、
協
力
し
て
く
れ

な
い
か
？
と
、
思
い
も
寄
ら

な
い
方
向
か
ら
話
し
が
飛
び

込
み
ま
し
た
。
講
演
料
だ
け

で
も
十
五
万
円
か
か
る
の
に

準
備
金
は
全
く
な
い
と
い
う

無
鉄
砲
さ
で
す
が
、
こ
れ
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
世
話
人
の
合
議

で
、
資
金
援
助
と
会
員
へ
の

参
加
呼
び
か
け
を
決
定
。
会

の
残
金
か
ら
援
助
金
拠
出
と

百
七
十
名
会
員
へ
の
郵
送
を

行
い
ま
し
た
。
当
初
三
百
名

を
予
定
し
て
い
た
講
演
会
に

は
、
医
師
の
姿
も
た
く
さ
ん

見
え
立
ち
見
も
含
め
四
百
名

の
参
加
者
で
し
た
。

森
住
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん

の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
と
関
係
す

る
写
真
を
呈
示
し
て
く
れ
ア

メ
リ
カ
の
犯
罪
的
な
行
動
を

糾
弾
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
私
は
、
こ
れ
ら
の
健

康
被
害
が
本
当
に
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
が
原
因
な
の
か
、
話
し

て
い
て
不
安
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
医
師
や
学
者
に
任

せ
た
い
」
と
話
さ
れ
、
そ
の

謙
虚
さ
が
多
く
の
医
師
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
医
師
に
投
げ
ら
れ

た
問
題
提
起
に
応
え
よ
う
で

は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
が
、

保
険
医
協
会
理
事
会
で
出
さ

れ
、
イ
ラ
ク
の
医
師
と
連
携

し
て
健
康
障
害
と
放
射
能
被

「
核
兵
器
廃
絶
・
核
戦
争

阻
止

東
京
医
師
・
歯
科
医

師
・
医
学
者
の
会
」
（
東
京

反
核
医
師
の
会
）
が
二
月
二

十
一
日
（
土
）
十
五
時
か
ら

二
〇
〇
四
年
総
会
、
十
六
時

か
ら
記
念
講
演
を
新
宿
農
協

会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

医
師
・
医
学
者
を
は
じ
め

三
十
二
名
が
参
加
し
ま
し

た
。総

会
の
特
別
決
議
で
は

『
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵

の
撤
回
を
求
め
、
核
兵
器
廃

絶
・
憲
法
擁
護
の
働
き
か
け

を
強
化
し
よ
う
』
を
確
認
し
、

「
医
師
と
い
う
専
門
家
の
立

場
か
ら
、
い
ま
な
お
続
く
原

爆
被
害
の
実
態
と
、
イ
ラ
ク

に
お
け
る
劣
化
ウ
ラ
ン
被
害

の
実
情
を
、
多
く
の
市
民
に

知
ら
せ
、
自
治
体
や
国
会
、

マ
ス
コ
ミ
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
」
す
る
こ
と
を
会
員
内

外
へ
向
け
て
呼
び
か
け
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
を

支
援
す
る
青
年
の
中
で
、
医

学
生
を
中
心
に
「
メ
デ
ィ
カ

ル
お
り
づ
る
ネ
ッ
ト
」
が
昨

年
立
ち
上
げ
ら
れ
、
当
日
は

東
京
女
子
医
大
の
学
生
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
会
の
活
動

紹
介
と
、
「
合
言
葉
は
命
を

守
る
メ
デ
ィ
づ
る
ネ
ッ
ト
。

原
爆
裁
判
を
通
じ
て
被
爆
者

害
の
因
果
関
係
を
証
明
し
て

行
こ
う
、
と
い
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
群
馬

県
の
医
師
だ
け
で
出
来
る
仕

事
で
は
な
い
の
で
保
団
連
・

全
国
の
反
核
医
師
の
会
・
専

門
家
と
連
携
し
て
ゆ
こ
う
と

決
意
。
さ
っ
そ
く
、
そ
の
月

の
保
団
連
非
核
平
和
民
主
主

義
部
会
の
会
合
で
論
議
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

「
核
戦
争
防
止
群
馬
県
医

師
の
会
」
は
、
長
く
休
ん
で

い
た
の
で
少
し
動
い
た
だ
け

で
も
息
切
れ
が
し
ま
す
が
、

こ
の
問
題
を
中
心
に
動
き
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
深
沢
尚
伊
）
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だ
け
で
な
く
、
世
界
の
核
実

験
場
周
辺
な
ど
各
地
に
ヒ
バ

ク
シ
ャ
が
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
映
画
で

あ
っ
た
。

続
い
て
国
際
政
治
学
者
の

ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
氏
が
記

念
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
ラ

ミ
ス
氏
は
米
国
が
九
・
一
一

テ
ロ
以
前
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
に
よ
る
国
際
協
調
を
無
視

し
た
世
界
唯
一
の
「
帝
国
」

に
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

た
が
、
実
現
が
難
し
か
っ
た
。

し
か
し
九
・
一
一
の
テ
ロ
を

口
実
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す

る
報
復
戦
争
と
位
置
づ
け
て

ア
フ
ガ
ン
戦
争
を
開
始
し
、

さ
ら
に
イ
ラ
ク
戦
争
を
開
始

し
、
い
ま
「
帝
国
」
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

記
念
講
演
終
了
後
、
総
会

議
事
に
移
り
、
松
井
和
夫
・

第
一
日
目
、
午
後
一
時
二

十
分
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
と
い

う
映
画
の
上
映
か
ら
始
ま
っ

た
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

全
国
「
つ
ど
い
」
共
同
代
表

に
よ
る
基
調
報
告
、
莇
昭
三

同
共
同
代
表
に
よ
る
特
別
報

告
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
移
り
料
理
を
楽
し
み
な
が

ら
各
都
道
府
県
「
反
核
医
師

の
会
」
の
活
動
報
告
、
地
元

沖
縄
の
琉
舞
、
空
手
演
武
の

披
露
な
ど
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
に
終
了
し
た
。

二
日
目
は
三
会
場
で
分
科

会
が
開
か
れ
た
。

第
一
分
科
会
は
「
核
軍
事

基
地
沖
縄
と
有
事
法
制
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
新
垣
勉
弁
護

士
が
「
有
事
法
制
に
つ
い

て
」
、
大
城
保
英
・
沖
縄
県

平
和
委
員
会
事
務
局
長
が

「
核
軍
事
基
地
沖
縄
と
有
事

法
制
」
、
宮
城
康
博
・
名
護

市
議
が
「
名
護
へ
の
新
基
地

を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
の

問
題
提
起
と
討
論
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
分
科
会
の
参
加
者

数
は
五
十
一
名
。

第
二
分
科
会
は
「
原
爆
症

認
定
集
団
訴
訟
を
勝
ち
取
ろ

う
」
の
テ
ー
マ
で
、
山
田
拓

民
・
長
崎
原
爆
被
災
協
事
務

局
長
が
「
被
爆
者
は
な
ぜ
立

ち
上
っ
た
か
」
、
山
下
兼

彦
・
長
崎
県
保
険
医
協
会
副

会
長
が
「
集
団
訴
訟
を
支
え

る
」
、
宮
原
哲
郎
弁
護
士
が

「
集
団
訴
訟
の
意
義
」
と
題

し
て
の
問
題
提
起
と
討
論
が

な
さ
れ
た
。
こ
の
分
科
会
の

参
加
者
数
は
三
十
二
名
。

第
三
分
科
会
は
「
平
和
教

育
の
実
践
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
堺
英
二
郎
・
琉
球
大
助

教
授
が
「
核
の
科
学
の
教

育
」
、
石
原
昌
家
・
沖
国
大

教
授
が
「
沖
縄
戦
の
体
験
と

平
和
教
育
」
、
ま
た
西
銘
圭

蔵
・
沖
縄
県
反
核
医
師
の
会

世
話
人
が
「
医
療
と
平
和
は

ど
う
結
び
つ
く
か
」
と
題
し

て
の
問
題
提
起
と
討
論
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
分
科
会
の
参

加
者
数
は
四
十
二
名
。

分
科
会
終
了
後
、
閉
会
総

会
が
お
こ
な
わ
れ
、
ア
ピ
ー

ル
「
唯
一
の
被
爆
国
の
医
師

と
し
て
命
と
平
和
を
守
る
た

め
に
闘
お
う
」
と
、
特
別
決

議
「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟

の
勝
利
を
め
ざ
し
て
医
療
人

の
社
会
的
良
心
を
発
揮
し
、

全
面
的
に
支
援
し
よ
う
」
の

二
つ
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

て
、
幕
を
閉
じ
た
。

そ
の
後
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
が
行
な
わ
れ
、
キ
ャ

ン
プ
キ
ン
ザ
ー
（
車
窓
）→

嘉
数
高
台
公
園
（
普
天
間
基

地
展
望
）→

安
保
の
見
え
る

丘
（
嘉
手
納
基
地
）→

道
の

駅
「
か
で
な
」
の
コ
ー
ス
の

バ
ス
ツ
ア
ー
に
、
三
十
七
名

が
参
加
し
た
。

未
来
に
大
き
な
不
安
を
感

じ
な
が
ら
二
〇
〇
四
年
の
春

を
迎
え
て
い
る
。
人
は
誰
で

も
〝
健
康
に
生
き
た
い
〞〝
希

望
を
も
っ
て
働
き
た
い
〞

〝
健
や
か
に
平
和
に
暮
ら
し

た
い
〞
と
思
い
社
会
に
存
在

し
て
い
る
。
「
核
戦
争
に
反

対
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
求

め
る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
」
の
医
師
た
ち
は
、
社
会

的
良
心
を
も
ち
誠
実
に
医
療

活
動
を
行
い
、
社
会
的
使
命

を
発
揮
し
て
核
兵
器
廃
絶
の

運
動
を
被
爆
者
に
連
帯
し
進

め
て
き
た
。
平
和
を
求
め
る

国
民
の
願
い
は
、
政
権
与
党

に
よ
っ
て
次
か
ら
次
に
踏
み

に
じ
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
三

月
「
イ
ラ
ク
が
大
量
破
壊
兵

器
を
所
有
し
、
世
界
平
和
に

と
っ
て
危
機
」
と
い
う
「
大

義
」
の
も
と
、
国
連
の
諸
決

議
を
無
視
し
ア
メ
リ
カ
は
イ

ラ
ク
に
戦
争
を
仕
掛
け
た
。

小
泉
政
権
は
、
こ
の
戦
争
に

参
加
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
有
事
関
連
法
の
ひ
と
つ
と

し
て
改
正
自
衛
隊
法
を
成
立

さ
せ
た
。
「
有
事
」
の
際
、

都
道
府
県
知
事
が
防
衛
長
官

の
要
請
に
基
づ
い
て
業
務
命

令
を
下
せ
る
も
の
で
、
殆
ど

の
医
療
関
係
者
が
そ
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
暮
れ
に
は

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
一
月
九
日
ア

メ
リ
カ
軍
の
「
大
量
破
壊
兵

器
探
索
チ
ー
ム
」
の
引
き
揚

げ
が
報
じ
ら
れ
た
そ
の
日
、

防
衛
長
官
は
、
自
衛
隊
に
イ

ラ
ク
へ
の
派
兵
命
令
を
出
し

た
。
大
義
の
な
い
戦
争
に
参

加
し
、
劣
化
ウ
ラ
ン
の
汚
染

に
ま
み
れ
た
地
で
自
衛
隊
を

占
領
軍
と
し
て
加
わ
ら
せ
る

暴
挙
は
、
私
た
ち
国
民
に
と

っ
て
、
戦
後
最
大
の
危
機
で

あ
る
ば
か
り
か
、
テ
ロ
と
報

復
の
連
鎖
を
さ
ら
に
助
長
す

る
意
味
に
お
い
て
も
世
界
の

平
和
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て

危
険
な
状
況
を
作
り
出
し
て

い
る
。
今
、
国
際
世
論
は

「
予
防
戦
争
の
論
理
は
証
拠

も
な
く
言
い
掛
か
り
だ
け
で

戦
争
を
始
め
ら
れ
る
危
険
で

非
理
性
的
な
も
の
で
、
民
主

主
義
に
値
し
な
い
。
」
と
い

う
の
が
大
勢
で
あ
り
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
の
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
リ

ズ
ム
は
孤
立
を
深
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
91
年
に
湾
岸
戦

争
で
、
ア
メ
リ
カ
は
史
上
初

め
て
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
を
使
用

し
、
そ
の
後
も
ボ
ス
ニ
ア
、

ユ
ー
ゴ
、
さ
ら
に
昨
年
三
月

の
イ
ラ
ク
攻
撃
で
も
大
量
投

下
し
、
そ
の
影
響
で
イ
ラ
ク

の
子
供
た
ち
ば
か
り
か
、
自

国
の
兵
士
に
も
障
害
や
疾
病

を
生
み
出
し
て
い
る
。
米
国

防
省
は
か
た
く
な
に
劣
化
ウ

ラ
ン
と
の
関
係
を
否
定
す
る

ば
か
り
か
、
核
兵
器
の
先
制

使
用
も
辞
さ
な
い
と
再
三
再

四
言
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
危
機
に
直
面
し
て
、〝
つ

ど
い
〞
に
結
集
す
る
私
た
ち

医
師
は
、
無
力
感
に
浸
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
国
の
内

外
で
平
和
を
求
め
、
核
廃
絶

を
願
う
人
々
と
連
帯
を
深
め

活
動
を
強
化
し
よ
う
。

（
１
）
昨
年
、
沖
縄
で
開
催

さ
れ
た
〝
つ
ど
い
〞
は
、
日

米
軍
事
同
盟
の
実
態
を
目
の

当
た
り
に
で
き
、
学
習
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
、
成
功
を

お
さ
め
た
。
今
年
は
十
月
に

北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
。
そ

の
成
功
に
向
け
各
県
で
準
備

を
開
始
し
よ
う
。

（
２
）〝
つ
ど
い
〞
の
活
動
強

化
の
前
提
は
、
会
員
の
拡
大
、

〝
反
核
医
師
の
会
〞
が
未
結

成
県
へ
の
結
成
準
備
支
援
、

活
動
停
止
状
態
の
県
の
再
建

な
ど
で
あ
る
。
昨
年
、
沖
縄

で
新
た
に
結
成
さ
れ
、
今
年
、

茨
城
・
群
馬
・
埼
玉
で
結

成
、
再
建
の
動
き
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。

（
３
）
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
国
際
会

議
が
九
月
に
北
京
で
開
催
さ

れ
る
。
〝
つ
ど
い
〞
と
し
て

「
被
爆
者
問
題
」
を
な
ん
ら

か
の
形
で
と
り
あ
げ
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
積
極
的
な

参
加
を
組
織
し
よ
う
。

（
４
）
全
国
で
、被
爆
者
が
高

齢
の
身
を
お
し
て
〝
原
爆
症

認
定
集
団
訴
訟
〞
を
お
こ
し

て
い
る
。
国
の
被
爆
者
行
政
、

さ
ら
に
原
爆
の
残
虐
性
に
対

し
て
国
の
姿
勢
が
変
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
が
問
わ
れ
る
国

民
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
集
団
訴
訟
の
勝
利
に
向

け
被
爆
者
に
連
帯
し
よ
う
。

（
５
）
沖
縄
で
の

で
松
井
代
表
世
話
人
か
ら
提

起
さ
れ
た
、〝
つ
ど
い
〞
の

名
称
を
含
め
た
組
織
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
各
県
で
論
議

し
、
世
話
人
会
に
反
映
さ
せ

よ
う
。

（
６
）
平
和
テ
キ
ス
ト
「
核

の
な
い
世
界
へ
」
の
普
及
を

進
め
よ
う
。

核
を
め
ぐ
る
情
勢
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
十
六
年
に

及
び
〝
つ
ど
い
〞
の
代
表
世

話
人
の
任
に
あ
た
ら
れ
た
莇

昭
三
先
生
の
新
年
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
言
葉
に

託
さ
れ
て
い
る
。〝
堅
固
な
も

の
は
堅
固
で
は
な
い
。
変
わ

ら
ず
に
い
る
も
の
は
な
い
。

う
ち
の
め
さ
れ
る
ま
ま
に
ま

か
せ
ず
立
ち
上
が
れ
！
　
途

方
に
暮
れ
て
い
ず
闘
え
！
〞

（
代
表
世
話
人
　
児
嶋
　
徹
）

昨
年
の
十
一
月
一
日
か
ら
二
日
ま
で
、
沖
縄
県
那
覇
市
内

に
お
い
て
、「
第
十
四
回
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

医
師
、
歯
科
医
師
な
ど
百
六
十
名
が
参
加
し
た
。
今
年
の
テ

ー
マ
は
、「
二
十
一
世
紀
、
沖
縄
か
ら
核
・
基
地
・
戦
争
を
問

う
　
か
た
や
び
ら
命
ど
ぅ
宝
」。

今
回
は
、
今
年
三
月
に
全
国
二
十
八
番
目
に
結
成
さ
れ
た

沖
縄
県
「
反
核
医
師
の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
実
行
委
員
会
を

組
織
し
て
そ
の
準
備
を
始
め
、
開
催
さ
れ
た
。
詳
細
は
、別
途

報
告
集
を
作
成
。（
関
連
記
事
三
面
）

21
世
紀
沖
縄
か
ら
核
・
基
地
・
戦
争
を
問
う

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
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第14回
反核医師・医学者の
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第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催

第14回
反核医師・医学者の
集いを開催
2日間全日程で160名が参加

第
15
回「
反
核
医
師
・
医
学
者
の
集
い
in
札
幌
」現
地
実
行
委
員
会
が
結
成

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
京
大
会
九
月
に
開
催

核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

ニ
ュ
ー
ス

核戦争に反対し核兵器廃絶を
求める医師・医学者のつどい事務局

〒151-0053 東京都渋谷区代々木2-5-5
新宿農協会館 全国保険医団体連合会内
電話03（3375）5121 FAX03（3375）1862

e-mail:hankaku@doc-net.or.jp
http://www1.doc-net.or.jp/˜no_nukes/
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の
想
い
を
語
り
継
ぐ
中
か
ら

平
和
を
考
え
広
げ
る
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の

元
気
な
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し

た
。会

場
に
は
原
爆
症
認
定
集

団
訴
訟
の
東
京
の
裁
判
で
上

映
さ
れ
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
原
爆
の
も
た
ら
す
も

の
」
の
ビ
デ
オ
上
映
の
ほ
か

イ
ラ
ク
人
医
師
か
ら
提
供
を

受
け
た
、
イ
ラ
ク
の
病
院
で

の
劣
化
ウ
ラ
ン
被
害
の
Ｃ
Ｄ

‐
Ｒ
の
紹
介
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
森
住
卓
氏
の
写

真
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

記
念
講
演
で
は
元
外
務
省

勤
務
の
浅
井
基
文
明
治
学
院

大
学
教
授
に
よ
る
「
国
際
貢

献
と
日
本
国
憲
法
」
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

核戦争を防止し平和を求める茨城医療人の会（仮称）
設立総会入会のご案内

と　き：2004年4月18日（日）14：00～17：00

ところ：ワークヒル土浦（茨城県土浦市木田余東台4 丁目1 - 1

TEL.029-826-2622）

：0298-23-7930（事務局：茨城県保険医協会気付）

折り鶴コンサート（主催：核戦争を防止する石川医師の会、
石川県保険医協会）

と　き：5月23日（日）開場13：30 開演14：00

ところ：石川県文教会館ホール

出演：シンガーソングライター・梅原司平

入場料は大人2,000円、中高生1,000円。

その一部は劣化ウラン弾の被害にあった

イラクの子どもたちへの医療支援に寄付

します。

：石川県保険医協会

（TEL.076-222-5373）ま

で

平和講演会（核戦争防止和歌山県医師の会）

◇アレン・ネルソンさんの平和講演会
テーマ：実際の戦争とは

と　き：5月29日（土）14：00～16：00

ところ：プラザホープ2Ｆ　多目的室

◇ダグラス・ラミスさんの平和講演会
（第17回核戦争防止和歌山県医師の会総会記念講演）
テーマ：アメリカという国の考え方

と　き：7月3日（土）15：00～17：00

ところ：和歌山市勤労者総合センター　6Ｆ

：医師の会事務局（073-436-3766 柏木）まで問い合わせ先

問い合わせ先

問い合わせ先

浅
井
基
文
明
治
学
院
大
学
教
授
に

よ
る
「
国
際
貢
献
と
日
本
国
憲
法
」

の
講
演
（
東
京
反
核
医
師
の
会
定

期
総
会
）

東
京
反
核
医
師
の
会
が
総
会

東　京

核
戦
争
防
止
群
馬
県
医
師
の
会
が

活
動
再
開

群　馬

各
地
の
反
核
医
師
の
会
の
活
動
紹
介

各
地
の
反
核
医
師
の
会
の
活
動
紹
介

各
地
の
反
核
医
師
の
会
の
活
動
紹
介

2面に関連記事

昨年11月に「核戦争に反対し核

兵器の廃絶を求める医師・医学者の

つどい」編で、発行された。

本書は、医学生や若手医師に何故

医師が核兵器廃絶に取り組んでいる

のか、それが医師としての良心であ

り、責務であることを学んで欲しい

ということから企画された。さらに、

医師の立場からの核兵器廃絶運動を

系統的に記述した有用な資料でもあ

る。学習会などで積極的にご活用く

ださい。

◇価格1,600円（10冊以上の場合は1,200円　梱包送料別）

◇申込方法

氏名、送り先住所、電話番号、冊数を明記し、下記までご

連絡ください。

「つどい」事務局：e-mail:hankaku@doc-net.or.jp、

もしくはファクス：03-3375-1862

教宣文化社：e-mail:joukan@kyousenbunka.co.jp

医療人のための平和テキスト
「核のない世界」を出版

〝
つ
ど
い
〞

核
廃
絶
を
願
う
人
々
と
連
帯
を
深
め
、

活
動
の
強
化
を
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a
a
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（3） 第26号（復刊3号） 医師・医学者のつどいニュース 2004年3月20日　　（2）

二
〇
〇
四
年
の
「
第
十
五

回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
」
が

北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
に

は
、
い
ま
、
核
と
戦
争
を
め

ぐ
る
多
く
の
問
題
が
ホ
ッ
ト

に
存
在
し
て
い
ま
す
。

い
ま
や
、
北
海
道
は
、
イ

ラ
ク
派
兵
の
「
現
地
」
で
す
。

空
自
・
陸
自
の
先
遣
隊
、
航

空
自
衛
隊
の
本
隊
に
つ
づ

き
、
陸
上
自
衛
隊
の
本
隊
が

イ
ラ
ク
に
向
け
出
発
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
隊
員
の
な
か

に
は
、
旭
川
の
第
二
師
団
の

ほ
か
、
千
歳
や
恵
庭
の
自
衛

隊
な
ど
北
海
道
の
部
隊
に
所

属
し
て
い
る
も
の
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

態
に
、
反
対
の
声
も
盛
り
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
十
二

月
二
十
日
に
は
、
札
幌
真
駒

内
に
あ
る
北
海
道
の
司
令
部

を
「
人
間
の
鎖
」
が
取
り
巻

き
、
中
之
島
公
園
に
は
、
五

千
人
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま

し
た
。
多
く
の
市
町
村
議
会

が
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
の
決
議

を
し
ま
し
た
。
一
月
二
十
八

日
に
は
、
小
樽
市
に
住
む
医

師
で
も
あ
る
箕
輪
登
元
郵
政

相
が
、
札
幌
地
裁
に
自
衛
隊

派
遣
中
止
を
求
め
提
訴
し
ま

し
た
。

ま
た
、
北
海
道
電
力
・
泊

原
子
力
発
電
所
は
、
昨
年
九

月
の
一
号
機
の
一
次
冷
却
水

漏
れ
事
故
が
も
と
で
、
二
号

機
共
々
停
ま
り
、
点
検
作
業

に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十

一
月
に
多
く
の
問
題
を
残
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
運

転
を
再
開
し
、さ
ら
に
、
間
髪

を
入
れ
ず
、
国
は
三
号
機
の

工
事
計
画
を
認
可
し
、
建
設

工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

原
爆
症
認
定
の
却
下
処
分

の
取
り
消
し
を
求
め
る
原
爆

症
集
団
訴
訟
の
た
た
か
い

も
、
安
井
晃
一
さ
ん
は
じ
め

四
名
の
原
爆
被
災
者
の
方
が

北
海
道
原
告
と
し
て
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月

八
日
に
は
、
札
幌
地
裁
で
第

三
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
多

く
の
支
援
者
や
被
爆
者
の
詰

め
か
け
た
な
か
で
、
国
の
認

定
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

「
原
因
確
率
」
論
の
批
判
の

弁
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
の
重

大
な
岐
路
に
立
つ
日
本
の
状

況
の
一
つ
の
典
型
が
北
海
道

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に

「
つ
ど
い
」
が
北
海
道
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
意

義
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
つ
ど
い
」
の
い
ま
ま
で

の
開
催
地
を
見
ま
す
と
、
第

五
回
の
仙
台
を
除
き
、
東
京

以
北
で
は
行
わ
れ
て
い
な
く

て
、
「
西
高
東
低
」
の
開
催

地
配
置
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
の
偏
り
を
、
北

海
道
で
開
催
す
る
こ
と
で
少

し
は
均
し
た
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

沖
縄
で
の
第
十
四
回
の

「
つ
ど
い
」
に
参
加
し
、
い

ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
な
か
で
、「
つ
ど
い
」

を
企
画
・
準
備
す
る
こ
と
へ

の
現
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。
一
日
も
早
く
計
画
を
練

り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
、
札
幌
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。十

二
月
二
日
に
第
一
回
の

準
備
会
を
も
ち
ま
し
た
。
も

う
一
度1

月
中
に
準
備
会
を

開
き
、
一
月
三
十
一
日
（
土
）

に
、
第
一
回
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
準
備
の
な
か

で
、
二
〇
〇
四
年
十
月
九
日

（
土
）〜
十
日（
日
）、
次
の
日

が
体
育
の
日
で
あ
る
休
日
前

の
土
・
日
を
開
催
日
と
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の

時
期
は
、
北
海
道
の
秋
が
真

っ
盛
り
、
冷
涼
な
空
気
と
す

ば
ら
し
い
紅
葉
が
み
な
さ
ま

を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
会
場
の
場
所
は
、
空
港

や
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
の
利
便
を
考
え
て
、
北
海

道
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
８
Ｆ

（
時
計
台
横
）
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
は
、
北
海
道

の
反
核
医
師
の
会
の
創
立
十

五
年
に
あ
た
る
記
念
の
年
で

す
。
全
国
の
「
つ
ど
い
」
を

開
催
す
る
に
は
、
ま
さ
に
ぴ

っ
た
り
の
時
と
い
え
ま
す
。

会
の
内
外
で
協
力
体
制
を
つ

く
っ
て
、
沖
縄
に
負
け
な
い

「
つ
ど
い
」
を
準
備
し
た
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
「
つ

ど
い
」
を
開
催
を
す
る
機
会

に
、
会
を
さ
ら
に
活
性
化
し

て
い
く
よ
う
に
努
力
を
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た

ち
は
、
と
く
に
若
い
医
師
層

と
医
学
生
が
た
く
さ
ん
参
加

し
て
く
れ
る
「
つ
ど
い
」
に

す
る
こ
と
を
、
第
一
の
課
題

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
若
手
が
自
ら
企
画
し
、

自
ら
運
営
す
る
「
若
者
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
な
ど
を
実
現
し
た

い
も
の
で
す
。

十
月
、
北
海
道
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。
全
国
二
十
七
、

い
や
、
も
う
そ
の
と
き
は
す

で
に
二
十
八
以
上
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
各
地
の

「
会
」
の
方
々
を
は
じ
め
、

全
国
の
反
核
・
平
和
を
願
う

医
師
、
医
学
者
、
医
学
生
の

皆
さ
ん
が
大
挙
、
北
海
道
に

き
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

会
場
の
壁
の
パ
ネ
ル
の
被

爆
者
が
描
い
た
絵
。
そ
の
一

枚
を
凝
視
し
て
い
る
沖
縄
か

ら
の
参
加
者
が
い
た
。
私
も

近
寄
っ
て
み
て
、
ハ
ッ
と
息

を
の
ん
だ
。
自
分
の
背
中
に

お
ん
ぶ
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
首

か
ら
上
が
な
く
な
っ
て
い
る

の
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、

狂
女
の
様
に
歩
く
母
親
の

姿
。松

井
和
夫
共
同
代
表
の
基

調
報
告
に
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

国
際
部
の
活
動
や
、
原
爆
症

認
定
集
団
訴
訟
の
被
爆
者
の

訴
え
、
国
の
冷
酷
な
切
り
捨

て
と
東
京
お
り
づ
る
ネ
ッ
ト

等
の
各
地
の
支
援
者
の
取
り

組
み
な
ど
、
沖
縄
の
私
た
ち

に
と
っ
て
初
耳
の
最
新
の
情

報
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た

だ
け
で
な
く
、
核
兵
器
を
持

ち
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
沖
縄
で
、
核
兵
器
の
被

害
の
実
相
に
触
れ
て
、
全
国

の
活
動
家
の
お
話
を
聴
く
こ

と
も
感
動
だ
っ
た
。

映
画
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
―
―

世
界
の
終
わ
り
に
」
の
中
で

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ハ
ン
フ

ォ
ー
ド
元
原
爆
工
場
の
周
辺

の
被
爆
農
民
の
中
の
勇
気
あ

る
人
が
、
補
助
金
や
タ
カ
派

的
愛
国
宣
伝
に
よ
っ
て
原
爆

工
場
を
歓
迎
し
て
い
る
近
所

の
人
た
ち
に
白
眼
視
さ
れ
な

が
ら
も
ヒ
バ
ク
の
実
情
を
訴

え
続
け
て
い
る
姿
に
、
沖
縄

の
基
地
周
辺
の
騒
音
公
害
に

苦
し
む
住
民
が
重
ね
て
映

り
、
核
兵
器
の
美
化
と
歪
曲

し
た
宣
伝
に
対
し
て
、
憤
り

を
覚
え
た
。

集
い
の
沖
縄
開
催
に
よ

っ
て
、
沖
縄
県
外
か
ら
参

加
、
ご
協
力
戴
い
た
皆
様

に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、

改
め
て
識
る
沖
縄
の
米
軍

基
地
の
実
態
、
沖
縄
在
住

の
元
米
海
兵
隊
員
ダ
グ
ラ

ス
・
ラ
ミ
ス
氏
、
沖
縄
の

大
学
の
平
和
教
育
、
そ
し

て
沖
縄
で
反
戦
平
和
運
動

で
闘
っ
て
い
る
活
動
家
同

士
と
の
交
流
な
ど
、
本
土

と
県
内
の
運
動
の
双
方
に

お
い
て
意
義
深
い
も
の
と
な

っ
た
。

私
の
友
人
に
も
長
崎
大
学

医
学
部
の
学
生
当
時
に
被
爆

し
た
小
児
科
医
師
が
お
り
、

私
の
診
療
所
に
も
広
島
で
被

爆
し
た
患
者
が
若
干
名
、
通

院
加
療
中
で
あ
る
。
以
前
、

福
岡
の
集
い
で
松
谷
訴
訟
を

学
ん
で
き
た
私
に
と
っ
て

も
、
今
回
、
集
団
訴
訟
で
文

字
ど
お
り
命
を
賭
け
て
最
後

の
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
っ

た
被
爆
者
の
思
い
を
知
っ
た

こ
と
は
衝
撃
で
あ
っ
た
。

琉
球
大
学
理
学
部
の

矢
ヶ
崎
克
馬
教
授
の
ご

指
摘
に
あ
る
と
お
り
、

現
在
、
国
際
放
射
線
防

護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

の
基
準
に
は
、
肺
や
飲

み
水
か
ら
の
内
部
被
曝

に
つ
い
て
の
考
察
が
無

い
。
集
団
訴
訟
に
お
い

て
は
勿
論
、
沖
縄
の
鳥

島
の
射
爆
場
に
お
け
る

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
使
用
に

よ
る
環
境
汚
染
、
そ
し

て
イ
ラ
ク
へ
派
兵
さ
れ

る
陸
上
自
衛
隊
員
の
健
康
な

ど
、
内
部
被
曝
を
評
価
で
き

な
い
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
基
準
の
見
直

し
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
集
い
の
沖
縄
開
催

の
結
果
、
沖
縄
の
保
険
医
協

会
の
医
師
と
民
医
連
職
員
や

反
戦
平
和
の
市
民
活
動
家
と

の
協
力
関
係
が
よ
り
深
ま

り
、
運
動
全
体
の
基
盤
づ
く

り
と
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第
十
五
回
核
戦
争
に
反
対

し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め

る
医
師

・
医
学

者
の
集

（「
つ
ど

い
」）
の

第
一
回

実
行
委

員
会
が

一
月
三

十
一
日

午
後
、

北
大
学

術
交
流

会
館
で

開
か
れ
、
医
師
・
医
学
生
十

四
名
、
ご
来
賓
二
名
を
は
じ

め
約
二
十
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

冒
頭
、
全
国
の
「
つ
ど
い
」

代
表
世
話
人
で
あ
る
児
島
徹

医
師
よ
り
、「『
反
核
医
師
の

つ
ど
い
』
の
歴
史
と
課
題
―

―
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会

議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
に
も
ふ

れ
て
」
と
題
し
て
、
記
念
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
、

北
海
道
被
爆
者
協
会
の
服
部

十
郎
氏
、
原
水
爆
禁
止
北
海

道
協
議
会
の
岩
渕
尚
氏
に
ご

臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年

九
月
十

七
日
か

ら
十
九

日
ま
で

の
日
程

で
、
中

国
・
北

京
市
に

お
い
て
、

第
十
六

回
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｎ
Ｗ

世
界
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

別
途
、
ご
案
内
し
ま
す
。

（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
のhttp://w

w
w
.ippnw

.

o
rg
/IP
P
N
W
C
o
n
g
ress.

htm
l

で
案
内
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

以
下
文
責
　
事
務
局
）

◆
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「P

eace

through
H
ealth

」。
紛
争
や

テ
ロ
、
特
に
核
兵
器
に
よ
る

脅
威
が
人
類
の
健
康
に
与
え

る
影
響
を
調
査
し
、
平
和
を

築
く
た
め
に
予
防
医
学
が
果

た
す
役
目
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
、
医
療
に

携
わ
る
専
門
家
は
戦
争
の
防

止
・
核
兵
器
の
廃
絶
に
深
く

責
任
を
負
っ
て
い
る
と
信
じ

て
お
り
、
そ
れ
は
人
類
と
そ

の
健
康
に
対
す
る
最
大
の
危

機
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
。

次
回
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

（
二
〇
〇
五
年
）
は
、
ア
メ

リ
カ
の
横
暴
に
よ
り
核
廃
絶

に
向
け
て
積
み
重
ね
て
き
た

運
動
の
成
果
が
反
故
に
さ
れ

か
ね
な
い
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
。
核
廃
絶
へ
の
二
〇
〇

〇
年
合
意
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
そ
の
次
（
二
〇
一
〇
年
）

の
再
検
討
会
議
ま
で
に
具
体

的
な
核
廃
絶
へ
の
時
間
的
枠

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
議
決

さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
Ｎ
Ｐ

Ｔ
体
制
そ
の
も
の
が
決
裂
崩

壊
す
る
か
の
岐
路
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
は
世
界
平
和
市
長
会
議

へ
の
支
援
協
力
を
全
面
的
に

打
ち
出
し
て
お
り
、
今
回
の

大
会
で
の
中
心
議
題
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

◆
講
演
者：

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
設

立
時
の
共
同
会
長
の
ラ
ウ
ン

氏
、
チ
ャ
ゾ
フ
氏
、
パ
ナ
ド

ラ
前
国
連
軍
縮
次
長
ほ
か
。

広
島
・
長
崎
両
市
長
も
交
渉

中
。

◆
主
な
日
程：

二
〇
〇
四
年
九
月
十
七
日

（
金
）〜
十
九
日
（
日
）

九
月
十
六
日
午
前
・
成

田
、
関
空
発
（
そ
の
他
も

検
討
）

九
月
二
十
日
午
後
・
帰
国

（
各
地
）

◆
費
用

三
十
五

万
円
前

後
予
定

昨
年
の
第
十
三
回
「
集
い
」
以
降
、
国
内
外
の
情
勢
に

は
大
き
な
変
化
が
お
こ
っ
た
。
国
際
的
に
は
米
国
は
、
イ

ラ
ク
を
標
的
と
し
て
大
量
破
壊
兵
器
の
所
有
や
ビ
ン
ラ
デ

ィ
ン
氏
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
た
。
国
連
査
察
団
は
国

連
決
議
に
も
と
づ
き
、
大
量
破
壊
兵
器
の
査
察
を
開
始
し

た
が
、
米
英
軍
は
、
国
連
の
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
イ
ラ
ク

侵
攻
を
強
行
し
た
。
未
だ
に
戦
争
終
結
に
は
到
ら
ず
、
イ

ラ
ク
で
は
米
英
軍
の
占
領
統
治
に
反
発
す
る
テ
ロ
や
暴
動

が
頻
発
し
、
民
間
人
や
兵
士
、
警
察
、
国
連
職
員
な
ど
の

犠
牲
者
が
続
出
し
て
い
る
。
米
国
が
主
張
し
た
大
量
破
壊

兵
器
も
発
見
さ
れ
ず
、
イ
ラ
ク
国
民
の
平
和
な
生
活
の
到

来
も
程
遠
い
状
態
に
あ
る
。
米
国
は
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
に

あ
た
っ
て
核
兵
器
の
使
用
も
排
除
し
な
い
と
、
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
、
バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー
な
ど
の

残
虐
兵
器
を
使
用
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
従
来
の
核

抑
止
戦
略
を
捨
て
、
小
型
核
兵
器
を
通
常
兵
器
と
有
効
に

組
み
合
せ
、
相
手
を
先
制
攻
撃
に
よ
り
殲
滅
し
よ
う
と
い

う
Ｎ
Ｐ
Ｒ
（
核
態
勢
見
直
し
）
の
危
険
な
新
戦
略
を
打
ち

出
し
た
。
ロ
シ
ア
も
こ
れ
に
続
き
先
制
攻
撃
戦
略
を
最
近

打
ち
出
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
通
じ
て
、
一
千
万
人
と
い

う
か
つ
て
な
い
程
の
規
模
で
国
際
反
戦
運
動
が
捲
き
お
こ

り
、
国
連
安
保
理
の
決
議
に
も
影
響
を
与
え
た
程
で
あ
っ

た
。国

連
は
今
回
の
イ
ラ
ク
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
機
能
が

試
さ
れ
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
憲
章
に
も
と
づ
い
て
戦
争

を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
仏
・
独
な
ど
が

戦
争
へ
突
入
し
よ
う
と
す
る
米
・
英
の
単
独
行
動
主
義
に

対
し
て
異
議
を
と
な
え
、
多
国
間
協
調
に
よ
る
平
和
的
解

決
を
強
く
主
張
し
た
。

ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
体
制
か
ら
の
離
脱
を

宣
言
し
た
「
北
朝
鮮
」
は
核
開
発
を
断
念
せ
ず
、「
抑
止
力

は
必
要
」
と
主
張
し
、
核
実
験
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
公

言
し
て
い
る
。
一
方
、
米
国
は
自
ら
は
核
兵
器
廃
絶
の
約

束
を
反
故
に
し
て
垂
直
拡
散
を
加
速
し
、
他
国
に
対
し
て

は
核
拡
散
の
断
念
を
一
方
的
に
強
要
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
激
動
と
緊
迫
の
国
際
情
勢
の
中
で
、
日
本

政
府
は
い
ち
早
く
米
英
が
強
行
し
た
イ
ラ
ク
戦
争
に
支
持

を
表
明
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
国
際
緊
張
を
て
こ
に

し
て
、
周
辺
事
態
法
、
テ
ロ
特
措
法
、
有
事
法
制
、
イ
ラ

ク
支
援
法
な
ど
を
強
行
成
立
さ
せ
、
平
和
憲
法
を
真
向
か

ら
否
定
し
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
道
を
開
く
と
い
う
暴

挙
に
出
た
。
日
本
は
い
ま
、
米
国
の
意
図
す
る
戦
争
に
参

加
す
る
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
第
十
四
回
目
と
な
る
今
回
の
「
つ
ど
い
」

で
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
世
界
戦
略
の
本
質
を
暴
き
、
分
科
会

で
は
有
事
法
制
の
発
動
を
阻
止
す
る
た
め
に
闘
う
こ
と
、

名
護
新
基
地
建
設
を
阻
止
す
る
こ
と
、
二
度
と
世
界
に
ヒ

バ
ク
シ
ャ
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟

の
勝
利
に
向
け
て
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
、
医
師
や
医

療
従
事
者
特
に
若
い
医
師
・
医
学
生
に
戦
争
・
核
・
基
地

を
め
ぐ
る
国
内
外
の
実
情
を
広
く
伝
え
平
和
学
習
を
進
め

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
語
り
合
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
戦
争
・
核
・
基
地
の
諸
問
題
が
集
中
し

て
い
る
こ
の
沖
縄
の
地
か
ら
、
唯
一
の
被
爆
国
の
医
師
と

し
て
、
人
の
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
こ
と
を
断
固
と
し
て

誓
い
、
そ
し
て
訴
え
る
。

二
〇
〇
三
年
十
一
月
二
日

第
十
四
回
核
戦
争
に
反
対
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
医
師
・
医
学
者
の
集
い

被
爆
者
の
生
命
を
か
け
た
「
原
爆
症
認
定
集
団

訴
訟
」
運
動

「
も
う
我
慢
す
る
こ
と
は
や
め
よ
う
、
…
五
十

八
年
前
の
原
爆
被
害
が
、
生
涯
に
わ
た
り
、
今
日

も
な
お
被
爆
者
を
苦
し
み
続
け
て
い
る
こ
と
を
国

に
認
め
さ
せ
、
…
核
兵
器
が
再
び
使
わ
れ
る
危
険

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
今
、
人
類
史
上
最
大
の
殺

戮
で
あ
っ
た
、
広
島
･
長
崎
を
再
び
世
界
の
ど
こ

に
で
も
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
…
」（
被
団
協
ア

ピ
ー
ル
二
〇
〇
三
・
二
）

二
〇
〇
一
年
秋
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
（
日
本
被
団
協
）
は
、「
原
爆
症
認
定
」
制
度

の
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
て
、
集
団
訴
訟
に
訴
え

る
こ
と
も
覚
悟
し
た
原
爆
症
認
定
申
請
行
動
を
、

全
国
い
っ
せ
い
に
行
う
提
案
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
、
全
国
三
十
二
都
道
府

県
の
被
爆
者
約
五
百
人
が
、
申
請
行
動
を
起
こ
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
が
こ
れ
ら
の
殆
ど
を
却
下

し
た
た
め
に
、
今
年
、
全
国
の
被
爆
者
は
、
次
々

と
「
集
団
訴
訟
」
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

四
月
十
七
日
の
第
一
陣
七
人
を
先
頭
に
、
集
団

訴
訟
運
動
が
始
ま
り
、
十
月
二
十
九
日
現
在
、
十

二
都
道
府
県
百
十
人
が
、
九
地
裁
に
提
訴
す
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。
被
爆
者
は
、
国
を
相
手
取
り
、

認
定
申
請
却
下
の
取
り
消
し
と
、
精
神
的
苦
痛
へ

の
損
害
賠
償
を
求
め
た
「
生
命
を
か
け
た
た
た
か

い
」
に
、
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
提
訴
後
に
亡
く
な
ら
れ
た
原
告

被
爆
者
が
、
三
人
を
数
え
て
お
り
、
ま
さ
に
時
間

と
の
た
た
か
い
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
」
の
意
義
と
大
き
な

国
民
的
運
動
の
必
要
性

こ
の
訴
訟
の
意
義
は
、

①
原
告
被
爆
者
の
ガ
ン
な
ど
を
、
正
当
に
原
爆
症

と
認
定
さ
せ
、
損
害
賠
償
を
認
め
さ
せ
る
こ
と

②
訴
訟
勝
利
を
通
じ
て
、
原
爆
症
認
定
行
政
を
、

被
爆
者
の
被
害
に
即
し
た
も
の
に
改
め
さ
せ
る

こ
と

③
訴
訟
の
中
な
ど
で
、
被
爆
者
が
自
ら
の
体
験
を

語
り
つ
く
し
、
被
爆
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
、

核
兵
器
は
「
悪
魔
の
兵
器
」
で
あ
り
、
絶
対
廃
絶

す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

を
広
く
訴
え
る
こ
と
で
す
。

広
島
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
直
後
か
ら
、
現
在
ま

で
、
多
く
の
被
爆
者
が
、
痛
ま
し
い
犠
牲
に
な
り
、

今
な
お
二
十
八
万
被
爆
者
が
、
心
と
体
の
傷
に
痛

み
を
も
ち
続
け
、
そ
し
て
、
次
々
と
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
我
が
日
本
。
我
々
は
、
唯
一
の
被
爆
国
の

医
療
人
と
し
て
、
こ
の
裁
判
は
、
是
非
と
も
勝
利

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
被
告
の
国
は
、
現
行
の
認
定
審
査

の
正
当
性
を
あ
く
ま
で
も
主
張
し
、
原
告
請
求
の

棄
却
を
求
め
、
全
面
的
に
争
う
構
え
で
い
ま
す
。

こ
の
厚
い
壁
を
打
ち
破
り
、
裁
判
に
勝
利
す
る
に

は
、
①
原
告
被
爆
者
の
原
爆
症
認
定
が
、
医
学
的

に
且
つ
行
政
的
に
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
、
裁
判
所

に
認
め
さ
せ
る
訴
訟
活
動
の
強
化
が
必
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
②
大
き
く
国
民
世
論
に
訴
え
て
、
訴

訟
へ
の
幅
広
い
支
持
を
広
げ
る
、
大
き
な
国
民
的

運
動
の
発
展
強
化
が
必
要
で
す
。

「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
」
勝
利
を
め
ざ
し
、

全
面
的
に
支
援
し
よ
う

我
々
は
、
医
療
人
の
社
会
的
良
心
が
鋭
く
問
わ

れ
る
今
回
の
被
爆
者
の
た
た
か
い
を
、
本
「
集
い
」

の
名
に
お
い
て
、
全
面
的
に
支
持
す
る
こ
と
を
表

明
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
裁
判
勝
利
の
た
め
に
、

国
民
各
方
面
の
方
々
と
協
力
し
て
、
大
き
な
支
援

活
動
を
繰
り
広
げ
る
決
意
を
、
明
き
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

す
で
に
東
京
・
広
島
・
長
崎
・
兵
庫
・
愛
知
・

千
葉
な
ど
で
支
援
組
織
が
結
成
さ
れ
、
県
民
的
支

援
運
動
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
教
訓
を
学

び
な
が
ら
、
全
国
各
県
で
支
援
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
以
下
の
取
り
組
み
を
、
提
案
い
た
し

ま
す
。

①
被
爆
の
実
相
を
被
爆
者
が
語
り
つ
く
す
「
聞
き

取
り
語
り
つ
た
え
」
運
動
（
日
本
被
団
協
提
案
）

に
協
力
し
て
、
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

②
全
国
規
模
で
、
又
各
県
で
、
共
同
し
て
討
論
会

講
演
会
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
を
開
催
し
、

被
爆
者
の
取
り
組
み
を
励
ま
し
、
広
く
世
論
に

訴
え
ま
し
ょ
う
。

③
被
爆
者
の
申
請
運
動
集
団
訴
訟
を
支
援
す
る
た

め
に
、
被
爆
者
弁
護
士
医
師
医
療
関
係
者
平
和

諸
団
体
な
ど
が
協
力
し
た
組
織
を
、
各
県
で
追

及
し
ま
し
ょ
う
。

④
訴
訟
活
動
を
医
学
面
か
ら
支
え
る
た
め
に
、
支

援
医
師
団
を
組
織
し
ま
し
ょ
う
。

二
〇
〇
三
年
十
一
月
二
日

第
十
四
回
核
戦
争
に
反
対
し
核
廃
絶
を
求
め
る

医
師
医
学
者
の
集
い
（
沖
縄
に
て
）
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催
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実
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新
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く
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十
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し
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沖
縄
県
実
行
委
員
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実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

新
し
い
運
動
の
基
盤
づ
く
り
に
第
十
四
回
集
い
を
開
催
し
て

沖
縄
県
実
行
委
員
会
実
行
委
員

石
井

豊

唯
一
の
被
爆
国
の
医
師
と
し
て

命
と
平
和
を
守
る
た
め
に
闘
お
う

日
時
●
二
〇
〇
四
年
十
月
九
日（
土
）〜
十
日（
日
）

場
所
●
北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
８
階

（
札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
　
時
計
台
横
）

実
行
委
員
長
　
福
地
　
保
馬
（
北
大
名
誉
教
授
）

事
務
局
長
　
　
塩
川
　
哲
男
（
勤
医
協
札
幌
丘
珠
病
院
）

講演する児島徹氏

特
別
決
議

「『
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
』の
勝
利

を
め
ざ
し
て
医
療
人
の
社
会
的
良
心

を
発
揮
し
、
全
面
的
に
支
援
し
よ
う
」
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第１５回「反核医師・医学者の集いin札幌」
現地実行委員会が結成
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第１５回「反核医師・医学者の集いin札幌」
現地実行委員会が結成

次
回
開
催
地
・
北
海
道
か
ら

核
戦
争
に
反
対
す
る
北
海
道
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
会
長

福
地

保
馬

第１６回
IPPNW世界大会
９月１７日～１９日 北京で開催

。
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